
『自ら行動する力』の育成
～15歳の目指す姿の実現に向けて～

中標津町立広陵中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

・不登校生徒数の割合は、Ｒ５からＲ６にかけては減少が見られたものの、

年々増加傾向にある。
・Ｒ６については、２学期からの担任等の働きかけなどにより解消に向かう
生徒が増加し、３月時点の不登校生徒数の割合が減少した。

・不登校生徒は、５月と９月頃から欠席が始まる傾向にある。
・Ｒ７は、不登校傾向の生徒は増えたが、Ｒ６までのような完全不登校では
なく、週に１～２日は登校する状況が見られる。

２ 目標、目指す生徒像

目標：不登校により学びや支援にアクセスできない児童生徒をゼロにする。
目指す生徒像：自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することができる。
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３ 今年度の取組（１）

・「旭ヶ丘学園不登校対策連絡協議会」及び「旭ヶ丘学園小中一貫教育推進委員会」
の定期的な開催により、小学校と中学校を中心に情報共有を行った。

≪旭ヶ丘学園不登校対策連絡協議会≫
６月 ①事業内容の説明と確認

②不登校支援ガイドブック、自殺予防教育、アセスメント等について
③各校の情報の共有と支援、指導の仕方の確認、共有

９月 ①不登校児童生徒の状況報告
②全国学力・学習状況調査の結果分析及び改善方策の共有
③「心と身体のチェックリスト（中学校実施）」の結果と活用状況
④中１の状況報告と指導方法への共通理解

２月 ①事業取組の成果と改善策
②中標津町内小中高、義務教育学校に成果を発信

事業推進体制の構築

・年３回の「旭ヶ丘学
園不登校対策連絡協
議会」の実施に加え、
年５回の「旭ヶ丘学
園小中一貫教育推進
委員会」で情報共有



【不登校が改善された生徒の過程】
＜欠席状況＞

＜学校が行った主な支援策＞
４月：配信授業及び別室登校の継続
５月：生徒の希望に応じて別室登校日を拡充
６月：特別支援学級の授業に参加できる体制整備（登校時）
７月：双方向性のある配信授業の実施（生徒からの発信の促し）
８月：学校行事の参加も含め、今後の目標について生徒及び保護

者と相談
９月：体育を見学参加できる体制整備
10月：体育の見学参加の継続、級友との活動を徐々に取り入れる、

校内で配信授業を受けられる体制整備
11月：体育、音楽、美術、技術を中心に参加できる体制整備、そ

の他の教科は校内で配信授業を実施
12月：生徒が安心して通常授業及び配信授業を受けられる体制整

備、生徒の避難場所として保健室を設定

３ 今年度の取組（２）

①「ほっと」や「心と心身のチェック」等の
結果を担任及び学年付で共有・分析し、そ
の後の声かけや面談等を改善することで、
生徒の不安解消や生徒同士の関係づくりに
つなげた。

②本事業を中標津町内の小・中・義務教育学
校に広め、町内の不登校の状況の確認と対
策について校長会で話し合うことができた。

③配信授業及び担当教員の関わりにより、小
学校２年生から不登校だった生徒が段階的
に登校し、教室で授業を受けられるように
なった。好事例として町内の学校及び関係
機関に情報発信している。

事業成果の検証・改善及び普及啓発



３ 今年度の取組（３）

・みんなが活躍できる機会のある授業づくり
①「旭ヶ丘学園」として小中一貫教育を推進しており、児童生徒それ
ぞれのよさや持ち味が発揮される授業づくりに取り組んだ。

・各教科等との関連を図った特別活動の充実による望ましい人間関係を築く力の育成に向けた
居場所づくり・集団づくり
①体育祭や文化祭（広陵祭）などを、１～３年生までの縦割で行うことにより、異年齢の集
団であっても目標の達成に向けて、生徒同士が関わり合うことができている。

・児童生徒同士のいじめや暴力行為を許さない学校づくり
①特にＳＮＳ上でのトラブルについて、生徒に対し、保護者や教員にいつでも相談するよう
働きかけたことにより、早期に対応することができ、重大化を防ぐことができている。

・多様な学びの場の構築
①不登校生徒に対し、１人１台端末による授業配信及び学習教材の提供を行った。

【生徒が主体となる授業の授業公開】

みんなが安心して学ぶことができる学校づくり



３ 今年度の取組（４）

・アセスメントツール等の活用
①「ほっと」を実施し、学校の共通課題項目を抽出し、指
導場面・見取り場面などを想定し、組織的な対応の充実
を図った。（学年・学級については、学年部会で結果を
交流し、課題と今後の方針を示し、教職員間で指導の方
向性を共有した）

②「心と身体のチェックリスト」を定期的に実施した（面
談の一助）

③「いじめアンケート」などから生徒の内面を見取り、実
態把握を行った。

・教育相談体制の整備
①何について面談を行うか明確にした【生徒指導的面談】･
【相談的面談】･【成績に関する面談】を実施した。
②面談ではないが、教室や廊下での日常会話や声かけを通
して、生徒の状況を把握した。

③教育相談コーディネーターが中心となって、生徒指導部
や教務部と事前協議を行い、協議内容を職員全体と共有
した。

【ほっと】

心のSOSの早期発見・早期支援の充実



３ 今年度の取組（５）

・「生徒理解・支援シートの作成」
①毎月の職員会議内で、各学級担任が作成した生
徒理解・支援シートを基に情報共有し、組織的
な支援を行った。

・「チーム学校」による支援の充実
①教育相談コーディネーターが中心となり、学級
担任、スクールカウンセラー、スクールソー
シャルワーカー等が、それぞれの役割を明確に
し、連携して不登校生徒の支援を行った。

・学校外との連携
①旭ヶ丘学園小中一貫教育推進委員会で、不登校
生徒の状況確認と対応を小学校へ伝え、同じよ
うな対応ができる場合は統一して実施した。

②必要に応じて、教育委員会指導室、子育て支援
室、町役場の各部署と連絡を取り、家庭及び生
徒の状況確認を行った。

【生徒理解・支援シート】

アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築



４ 取組のポイント（１）

・「旭ヶ丘学園小中一貫教育推進委員会」を有効活用した情報共有

⇒「旭ヶ丘学園不登校対策連絡協議会（年３回）」で話し合われた内容を、「旭ヶ丘学園小中一貫教育
推進委員会（年５回）」を通して、小・中学校の全教職員が共有できるようにした。
⇒本事業の趣旨や内容、進捗状況等について情報共有したことを踏まえ、「小中一貫教育推進委員会」
における取組を進めることで、本事業の取組と旭ヶ丘学園で目指す子どもの姿を関連させることがで
きるようにした。

第４回（１月）
・R７の成果と課題
・R８に向けて学年
の流れを踏まえ
ながら手立てを
挙げる

第５回（２月）
・R８グランドデザイン
の提示と重点の確認

第１回（４月）
・小中顔合わせ
・グランドデザインの
提示と重点の確認

第２回（６月）
・中学校授業公開
・中１の様子から成
果と課題の確認

第３回（１２月）
・小学校授業公開
・小６の様子から成
果と課題の確認

≪旭ヶ丘学園小中一貫教育推進委員会≫



・「不登校・指導継続生徒の対応の整理」を活用し全教職員で今後の方
策を決定

４ 取組のポイント（２）

【不登校・指導継続生徒の対応の整理】

⇒ 「ほっと」や「心と心身のチェック」等の結果の共有に加えて、毎月の職員会議で「不登校・指導継続生徒
の対応の整理」を情報共有し、共通理解を図ることで、全教職員でこれまでの取組を確認し、改善点を見出
すなど、今後の取組の方策を考えることができた。



【１人１台端末による授業配信】
⇒各教科の授業を配信し、授業に欠席した生徒が学びに
アクセスできるようにした。

・多様な学びの場の構築

【学習教材の提供】
⇒配信によって授業を受けている生徒
が、教室で配付されているプリント
を使用できるようにロイロノートに
pdfデータをアップロードした。

４ 取組のポイント（３）



４ 取組のポイント（４）
・教育相談体制の整備
（１）設定面談の充実を目指した面談シートの活用

⇒「心と身体のチェックリスト」などの結果も活用して生徒理解につなげ、
日々の授業や関わりの中で、自分の内面を表出すること、ＳＯＳを出
すことの大切さを伝え、その場の１つとして面談があることを生徒と
共通理解を図り実施した。

（２）面談内容を明確にした【生徒指導的面談】・ 【相談的面談】・
【学習に関する面談】の実施
⇒教育相談コーディネーターが中心となって提案したことを踏まえ、学年

団で十分理解し、教職員側が面談の目的を明確するなどの共通理解を
図った。
⇒生徒からの発信をある程度想定し、想定の範囲を超えてくるものに関し
て何を聞き取りどのように対応していくのか、全教職員の共通理解を図
るための研修を実施した。

（３）いじめアンケート、各行事の振り返りなどから生徒の心情の変化
を見取る
⇒いじめアンケートの「いじめはどんな理由があっても許されないと思う
か」の設問で、分からないと答えている生徒に、どのような考えで答え
ているのかなど、生徒の考えの聴き取りを行った。
⇒各行事や学期などの振り返りから、生徒同士の心のつながりが見えるも
のを生徒と共有し、相互理解に役立て、多様な考え方を認め、新しい関
係性を見いだせるような工夫をした。



４ 取組のポイント（５）

・「生徒理解・支援シートの作成」
⇒作成したシートを活用し、不登校生徒への家庭訪問を実施する前に、学年部
会及び職員会議で「支援する内容」や「生徒及び保護者から聞き取る内容」
等について確認することで、組織的に支援内容を決定し、実施することがで
きた。

・「チーム学校」による支援の充実
⇒不登校生徒や保護者と面談の際に、スクールカウンセラーの活用について情
報提供したことにより、実際にスクールカウンセラーとの面談を行うことが
でき、より専門的な教育相談を行うことができた。

・学校外との連携
⇒旭ヶ丘学園小中一貫教育推進協議会を有効活用し、小・中学校合同で生徒指
導事例研修を行った。



５ 成果と課題（１）

成果
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「嫌な思いをしたとき誰に相談しますか」

⇒だれにも相談しないと回答した生徒数

【いじめアンケート】

・「嫌な思いをしたときに誰にも相談しない生徒」
と回答した生徒数が減少している。

・評価項目「学校の授業はやる気が出てわかりやすい」につ
いて、「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」
と回答した生徒の割合が増加している。ただし、学年が下
がるにつれて「どちらかといえば当てはまらない」と回答
する割合が増えており、改善を図る必要がある。

・評価項目「自分にはよいところがあると思いますか」
について、「当てはまる」、「どちらかといえば当て
はまる」と回答した生徒の割合が増加している。

【令和７年度全国学力・学習状況調査】

【学校評価】

【ほっと（全クラス平均）】

・評価項目「共通の目標に向かって、みんなと協力すること
ができる」「困っている人を助けることができる」は横ば
い状態だが、「困ったことや悩みを先生や友達に相談する
ことができる」については、良好な回答が増加している。
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５ 成果と課題（２）

・ 不登校生徒数の割合は、依然として増加傾向にある。
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「いじめはどんなことがあっても許されない」→そうとは思わない

・「時と場合によっては、いじめは仕方がない」と考えていた
り、「双方に原因があるのでどちらともいえない」、「自分
はやらないが、他の人の考えもある」と考える生徒がいる。
⇒いじめの考え方について理解が深まるように、より指導を
続ける必要がある。

・ 学校生活で不安を抱えている傾向にあることが分かる。
⇒みんなが安心して学ぶことができる学校づくりの更なる推
進が必要である。

【いじめアンケート】不登校生徒の変化の内容・内訳（Ｒ６～Ｒ７）
【２年生 ⇒ ３年生】
継続 ５名（内訳）・状況に変化なし（３名） ・欠席日数増加（１名）

・教育相談センター登校（１名）
新規 ２名（内訳）・人や集団になじめないとの訴え（１名）

・周りの目が気になると訴え（１名）
解消気味 １名 ※修学旅行には３名参加、５名欠席

【１年生 ⇒ ２年生】
継続 ４名（内訳）・状況に変化なし（４名）
新規 ７名（内訳）・周りの目が気になると訴え（２名）

・家庭環境の変化（１名） ・素行不良（４名）
解消 ３名 ※宿泊研修には５名参加、６名欠席

・ ２年生の不登校生徒数が急増している。
⇒支援の方法を見直しながら、今後も支援を続ける必要がある。
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６ 次年度以降の取組に向けて

（２）学びの保証
・授業配信の充実
⇒現在の配信を継続しながら、教職員研修を積み重ね、教室内の生徒の学習を第１に考えながら、配信先の生徒が何を求めているか検討していく。
⇒教育相談センターで配信授業を受けるときには、配信内容に適切な指導・支援をしてもらえるように、センター相談員と連携を深めていく。

・ロイロノート、キュビナ等の活用の充実
⇒学校外での学習の見取り方を充実させる必要がある。現在のワークシートを渡して、学習を進める方法にも限界があるため、１人１台端末を効果的に活用する研修を実
施し理解を深めていく。

（１）心のSOSの早期発見・早期支援の充実
・各種調査、アンケートからの読み取りの充実
⇒【ほっと】【心と身体のチェックシート】などを計画的かつ継続的に実施。様々な質問の中でも不登校に関する質問、SOS発信につながる質問、自己肯定感の把握につな
がる質問などの変化に対応できるように校内研修を積み重ねていく。また、不登校生徒が調査未実施となるケースもあり、改善を図っていく。

・日々の生徒指導の共有と充実
⇒生徒の言動の変化や、人間関係の変化を注意深く観察する。また、「不登校・指導継続生徒の対応の整理」の情報共有も引き続き行っていく。
⇒保護者から担任等へ人間関係のトラブルなどの相談が入ることがあり、生徒自らが相談等できるように機会を設け、働きかけを行っていく。

（３）小学校とのつながり、学年を越えた繋がりの強化
・小中合同の生徒指導研修の継続
⇒校種間の理解を深め、連携を強化する。
⇒中学生になった子ども達の困り感を共有するとともに、小学校段階で取り組めることの確認と小学校で指導されてきたことの中学校での継続を徹底する。

・５月、９月の登校渋り、不登校傾向の生徒への対応
⇒新学年、新学期を機に、登校渋りや不登校傾向が解消される生徒もいるが、逆に、時間が進むにつれて集団生活に疲れを感じたり、人間関係の変化や成長について行けず、
連休明けや２学期の学年行事（修学旅行・宿泊研修など）後に登校渋りが見られる生徒もいる。そのような生徒を出さないことを目標にして、学期末面談を通した長期休
業中の対応や、新たに各学級担任が家庭連絡を行う。


